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平成平成 22年度  対馬丸慰霊祭　開
かいげん

眼の儀〈小桜の塔〉
魂
た
ち
が
海
面
に
顔
を
出
し
て
き
た
の
か
、
海
が
一
段
と
輝
き
始
め
た

私
は
海
に
向
か
っ
て
立
ち
、「
魂
た
ち
よ
、
海
水
と
ボ
ト
ル
に
入
れ
よ
」
と

念
じ
て
二
つ
の
ボ
ト
ル
に
魂
の
海
水
を
い
れ
た

私
は
そ
の
「
魂
の
海
水
」
を
魂
の
故
郷
、
沖
縄
へ
持
ち
帰
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　対
馬
丸
六
十
五
周
忌
悪
石
島
慰
霊
の
旅

　団
長

　上
原 

清 

の
報
告
よ
り

　今年の慰霊祭は、昨年
の六十五周忌に墓参団と
して悪石島を訪問し、悪
石島沖の撃沈地点で汲み
上げた、「魂の海水」を対
馬丸犠牲者刻名碑にかけ、
小桜の塔に魂をお迎えす
るという儀式（開眼の儀）
を執り行いました。

遺族代表の又吉治子監事 遺族代表の瑞慶山良和理事

慰霊の旅団長　上原清評議員

髙良政勝会長 慰霊の旅参加者　儀間真勝氏（生存者） 慰霊の旅参加者　外間邦子常任理事

名幸俊海護国寺ご住職

(1)



平成 22年度対馬丸慰霊祭
8 月 22 日　午後 1時 30 分～　於：小桜の塔
平成 22年度対馬丸慰霊祭
8 月 22 日　午後 1時 30 分～　於：小桜の塔

約百頭のオオゴマダラを旭ヶ丘公園へ放蝶しました

伊波智恵子さんの歌唱で「海の子守唄」が奉納されました 弔辞を捧げる、仲村家春那覇市副市長

何年経っても慰霊の想いは変わりません

(2)

　今
年
も
遺
族
・
来
賓
な
ど
大
勢
の
弔
問
客
を
迎
え
、
対
馬
丸
慰
霊
祭
が
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
祭
式
に
先
立
ち
、
開
眼
の
儀
に
昨
年
の
悪
石
島
慰
霊
の
旅
の
報
告
が
あ
り
、

そ
の
折
に
作
ら
れ
た
上
原
清
作
詞
、
普
久
原
恒
勇
作
曲
に
よ
る
「
海
の
子
守
唄
」
が
伊
波

智
恵
子
さ
ん
の
歌
唱
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、〝
花
い
っ
ぱ
い
蝶
舞
う
旭
鴫
丘
公
園

へ
〞
と
の
願
い
を
込
め
、
首
里
城
下
に
チ
ョ
ウ
を
翔
ば
そ
う
会
（
大
城
安
弘
会
長
）
の
ご

協
力
で
約
百
頭
の
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
が
公
園
内
に
放
た
れ
ま
し
た
。

　髙
良
会
長
に
よ
る
追
悼
の
言
葉
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
翁
長
雄
志
那
覇
市
長
（
仲
村

家
治
副
市
長
代
読
）
に
よ
る
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た
弔
辞
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。



(3)

平成 22年度上半期の新聞報道に見る対馬丸関連ニュース 1

8 月 16 日　〈沖縄タイムス〉

8月 29 日　〈琉球新報〉

9月 11 日　〈琉球新報〉



平成 22年度上半期の新聞報道に見る対馬丸関連ニュース 2
(4)

8 月 21 日　〈沖縄タイムス〉
6月 23 日　〈沖縄タイムス〉

6月 20 日　〈琉球新報〉 6月 23 日　〈琉球新報〉



(5)   
鳩
山
総
理
来
館

　鳩
山
由
紀
夫
前
総
理
が
在
任
中
の

5
月
23
日
、
忙
し
い
公
務
の
合
間
を

ぬ
っ
て
対
馬
丸
記
念
館
に
来
館
さ
れ

ま
し
た
。

　小
桜
の
塔
に
献
花
後
、
髙
良
館
長
と

生
存
者
の
儀
間
真
勝
さ
ん
に
案
内
さ

れ
、
館
内
の
展
示
を
一
つ
ひ
と
つ
熱
心

に
ご
覧
に
な
ら
れ
て
い
る
の
が
印
象

的
で
し
た
。

　
　

イ
ベ
ン
ト

□
7
月
23
日

　第
14
回
特
別
展

　対
馬
丸
に
寄
せ

る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
﹇
僕
の
わ
た

し
の
対
馬
丸
」
が
夏
休
み
期
間
を
通
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
開
館
以

来
過
去
5
年
余
り
の
間
に
寄
せ
ら
れ

た
、
壁
新
聞
や
感
想
文
、
絵
画
や
平
和

の
約
束
な
ど
の
寄
贈
さ
れ
た
も
の
を

あ
ら
た
め
て
展
示
し
て
、
広
く
平
和
を

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

館
長
挨
拶
の
後
、
若
狭
チ
ム
ド
ン
ド

ン
太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ
る
勇
壮
な
エ

イ
サ
ー
演
舞
が
奉
納
さ
れ
、
続
い
て

対
馬
丸
に
関
す
る
詩
二
篇
が
真
壁
小

学
校
6
年
生
の
金
城

あ
い
み
さ
ん
、
照
屋

希の

の

か

之
薫
さ
ん
、
の
朗

読
で
披
露
さ
れ
ま
し

た
。　引

き
続
い
て
朗

読
の
二
人
に
加
え

て
、
与
那
嶺
明あ

か

り里

さ
ん
（
天
妃
小
学
校

5
年
）、
国
吉
真ま

お央

君
（
若
狭
小
学
校
6

年
）、
野
原
樹じ

ゅ

り

か

里
佳

さ
ん
（
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
）、
𩜙
平
名

彩さ
ひ
ろ宙

さ
ん
（
那
覇
中

学
校
1
年
）
と
高
良

館
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
、
高
ら
か

に
鳴
り
響
く
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
と
と
も
に

テ
ー
プ
が
切
っ
て
落

と
さ
れ
、
展
示
が

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

熱心に遺品を見つめる鳩山総理

照屋希之薫（ののか）さん 金城あいみさん

勇壮なエイサー衣装に身を包んだ「若狭チムドンドン太鼓」の皆さん

児童によるテープカットで開幕しました

対馬丸に関する色々な想いが展示されました

対
馬
丸
記
念
館
日
誌



□
8
月
15
日

　「
い
の
ち
の
歌
コ
ン
サ
ー
ト
」（
共
催
・

混
声
合
唱
団
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ル
お
き

な
わ
）
が
企
画
展
示
室
で
催
さ
れ
、
今

年
も
合
唱
組
曲「
海
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」

が
館
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

□
10
月
3
日

　
第
15
回
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
ー
講
座

幸
せ
は
歩
い
て
こ
な
い
　
だ
か
ら
歩
い

て
ゆ
く
ん
だ
よ
〜
「
体
の
健
康
、
心
の

平
和
」
の
講
演
会
が
琉
球
新
報
の
人
気

コ
ラ
ム
「
落
ち
穂
」
に
執
筆
中
の
伊
是

名
夏
子
さ
ん
を
迎
え
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伊
是
名
さ
ん
は
、
障
が
い
を
持
ち
な

が
ら
も
、
車
い
す
で
海
外
に
留
学
す
る

な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
彼
女
の
そ
ん
な
前
向
き
な
姿
勢
に

会
場
に
詰
め
か
け
た
百
五
十
人
余
の
聴

衆
は
感
動
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
　

　
子
ど
も
の
中
に
と
け
込
む
と
、
子
ど

も
た
ち
は
必
要
な
人
に
は
自
然
に
手
を

差
し
伸
べ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
紹

介
し
、
現
在
の
福
祉
の
問
題
提
起
も
行

い
そ
れ
ぞ
れ
に
自
覚
を
促
す
、
と
て
も

良
い
講
演
会
で
し
た
。

 
視
察

□
6
月
23
日

　
内
閣
府
福
下
雄
二
審
議
官
が
慰
霊
の

日
の
全
沖
縄
戦
没
者
追
悼
式
後
の
忙
し

い
時
間
を
さ
い
て
記
念
館
を
訪
れ
、
高

良
会
長
、
宮
城
特
命
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

親
し
く
懇

談
さ
れ
対

馬
丸
記
念

館
へ
の
御

理
解
を
深

め
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。

□
6
月
27
日

　
内
閣
府
沖
縄
振
興
局
　
吉
住
啓
作
参

事
官
（
現
内
閣
府
賞
勲
局
審
査
官
）

□
8
月
9
日

　
内
閣
府
　
大
辻
義
弘
沖
縄
振
興
局
長

□
8
月
10
日

　内
閣
府
沖
縄
振
興
局
　
山
谷
英
之
参

事
官

□
9
月
6
日

　
総
務
省
　
須
江
雅
彦
官
房
審
議
官

（
人
事
・
恩
給
局
担
当
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

□
3
月
15
日

　昨
年
の
開
館
五
周
年
の
際
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
費
用
の
一
部
を
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
、
㈶
沖
縄
県
女
師
・
一
高

女
ひ
め
ゆ
り
同
窓
会
（
本
村
つ
る
理
事

長
）
を
訪
問
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
礼

と
新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。

□
4
月
25
日

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
ニ
ュ
ー
ス
23
ク
ロ
ス
の
対

馬
丸
特
番
取
材
で
タ
レ
ン
ト
の
綾
瀬
は

る
か
さ
ん
が
来
沖
、
生
存
者
の
糸
数
裕

子
さ
ん
へ
の
取
材
前
の
早
朝
、
小
桜
の

塔
を
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

□
8
月
20
日

　
新
た
に
判
明
し
た
54
人
の
犠
牲
者
名

を
館
内
刻
名
板
へ
追
加
。こ
れ
に
よ
り
、

氏
名
判
別
犠
牲
者
数
が
１
４
７
６
人
と

な
り
ま
し
た
。

着
任

□
6
月
1
日

宮
城
清
志
〈
財
団
法
人
対
馬
丸
記
念

会
特
命
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
〉　
沖
縄
県

の
実
務
派
職
員
と
し
て
要
職
を
歴
任

し
た
経
験
か
ら
、
公
益
法
人
移
行

等
へ
の
業
務
を
担
当
し
ま
す
。
　

ご
寄
付

□
7
月
4
日

琉
智
歌
謡
ス
タ

ジ
オ
様
　

　
’07
よ
り
対
馬

丸
記
念
館
に
寄

付
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
琉
智

歌
謡
ス
タ
ジ
オ
の
発
表
会
に
お
い
て
、

生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ワ
ダ
ツ
ミ
―
対

馬
丸
に
寄
せ
て
―
の
合
唱
が
披
露
さ

れ
、
琉
智
さ
ん
か
ら
髙
良
会
長
に
寄
付

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

□
8
月
25
日

玉
城
節
子
琉
舞
道
場
様

　
玉
城
流
翔
節
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表

会
の
収
益
金
か
ら
こ
の
ほ
ど
寄
付
金
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
会
主

の
玉
城
節
子
さ
ん
が
遺
族
で
も
あ
り
、

ご
芳
志
を

賜
り
ま
し

た
。
実
行

委
員
会
の

皆
様
と
と

も
に
来
館

さ
れ
館
長

に
託
さ
れ

ま
し
た
。

□
9
月
15
日

光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
様

　
今
年
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
光
文

堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

（
旧
社
名
光
文
堂
印
刷
）
か
ら
、
創
立

60
周
年
事
業
で
制
作
し
た
、
儀
間
比
呂

志
作
の
紙
芝
居「
り
ゅ
う
と
に
わ
と
り
」

と
寄
付
金
が

同
社
代
表
取

締
役
の
外
間

政
春
社
長
か

ら
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

□
3
月
24
日
〜
10
月
15
日

Ａ
Ｓ
Ｃ
、
み
や
ぎ
歯
科
、
南
風
原
愛
子
、

㈱
前
田
サ
ー
ビ
ス
岡
山
、
居
相
淳
子
、

日
本
ア
ド
バ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
／
重
田
辰

弥
、
大
森
節
子
、
平
良
真
八
税
理
士
事

務
所
、
嘉
数
昇
明
、
渡
口
眞
常
、
瑞
慶

覧
達
次
、
山
本
綾
香
、
た
か
ら
歯
科
、

嶋
田
玲
子
、
浜
崎
盛
秀
、
儀
間
真
勝
、

沖
縄
友
の
会
、
上
原
妙
、
友
寄
賢
吉
、

だ
ん
王
保
育
園
、
宮
城
初
枝
、
琉
智
歌

謡
ス
タ
ジ
オ
、
㈱
Ｍ
・
Ａ
・
Ｐ
、
外
間

邦
子
、
源
河
千
恵
子
他
10
名
、
嶺
井
憲

子
、
島
尻
英
子
、
幸
喜
つ
ね
子
、
津
波

古
ヒ
サ
、
屋
比
久
嘉
光
、
ガ
ジ
ャ
ン
ビ

ラ
会
／
渡
慶
次
正
一
、
富
原
キ
ヨ
、
宮

城
マ
リ
ア
、
慰
霊
祭
香
典
、
玉
城
節
子

琉
舞
道
場
、
新
崎
美
津
子
、
Ｏ
Ｋ
Ｅ
、

光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
、

亀
島
博
、
平
良
啓
子
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖

縄
ハ
イ
サ
イ
ネ
ッ
ト

　
写
真
報
告
以
外
に
も
、
以
上
の
方
々

か
ら
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(6)

 


